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中村精志先生のご退任に寄せて
国際関係学部長　野　揮　勝　美
国際関係学部の魅力の一つは,学部には一騎当千の多才な研究者がおられ
日頃から聞達な意見交換,議論が展開される点である.そのなかのお一人で
ある中村先生が本学に来られたのは1988年4月であった.当時,日本経済
はアジア経済をも巻き込んでの激変期にあった… 1985年プラザ合意をうけ
急激な円高が進行し,日本の製造業は経営効率化,アジア途上国-の生産拠
点移動を余儀なくされる事態に直面していた.先生は,かかる経営環境のな
か,自動車業界にあって最強の技術力を誇る本田技研工業株式会社の情報シ
ステム部長として国際商戦の最前線にたち、企業経営の根幹である情報処理
効率化のためのシステム構築にあたられ,企業体質の改善,強化を達成され
た,これらは実業界において高く評価され,通商産業大臣賞,日本オフィス・
オ-トメ-ション協会OA大賞(同体受賞)などを受賞しておられる.
7ジア経済の構造的変動は,日本とアジア諸国との貿易,投資の関係の拡
大に結実した.ヒト・モノ・カネの移動はまた,日本の国際化を促進し,学
罪,教育界においては,急速に進展する情報技術革新,それがもたらす国際
情報化社会の変動-の関心を喚起させた.本学においても,アジアを中心と
する国際化に対応できる人材育成が急務として意識されるに至った.
かかる時代を背景に,中村先生は情報処理分野の担当教員としてお迎えし,
情報科学研究所教授に就任された. 2年後には開設されたばかりの国際関係
学部に移られたが,引き続き都合5年間にわたり情報科学研究所長として情
報科学に関する調査研究教育に加え,キャンパスの「インテリジェント化計
画」の策定を担われた.先生は,同研究所長から瞳を按するように,次には
図書館長の重職を5年間兼任された.この間に大学図書館は私立大学図書館
協会東地区部会(加盟249大学)の研究担当理事校となり, 2002年度同協
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会東地区部会総会開催に際しては,先生は役員校代表として,加盟校図書館
員の研究活動報告や研修開催など様々な局面で重要な役割を果たされた.か
くして,次々と重要な仕事こなされ,八面六皆のご活躍をなされた…
中村先生の研究活動は,オフィス.オ-トメ-ション学会,産業組熟む理
学会など所属される学界のみならず,日本商工会議所,日本IBM教育セン
メ-における講演など実業界においても大きな貢献をされてこられた.これ
らの研究成果は,単行書『情報化と国際化の接点-グローバルIT革命の動
向-』 (国際関係研究叢書No. 3)として刊行されたほか,多くの論文とし
ても発表されている.
先生の専門が,遺憾なく発揮されたのは教育面であろう.国際関係学部に
おいては,専門科目として国際情報システム論,ゼミ科目などを担当された.
授業の主題は, 「情報化と国際社会」であった.グローバル化をもたらす,
情報共有システムの機能,仕組,利用方法を研究し,次にデジタル革命がも
たらすビジネス社会,市民社会-の影響をともに考察する.情報システム国
際化という壮大な体系を,実例を踏まえて平易に許義するもので,受講生の
評価は高いものであった.
先生は横浜生まれである. 「浜っ子」は海外志向とよく言われる.事実,
ご趣味は世界地図を眺めることとのことである,授業においてもこれを地で
行かれ,海外の現実を受講生が身近に理解できるよう様々な創意工夫をされ
た…　シンガポール,韓国,インド,アメリカの情報化社会,技術育成などは
視聴覚教材を利用して,その息吹を伝えておられた.
先生には,その穏やかな人柄に甘えて,学部おいて対応が難しい案件のご
相談,担当をお願いすることが多かったが,快くお引受いただいた…　その際
に合わせて「民間企業の場合ならこうする.」などバランスのとれた,かつ
的確なご助言をいただくこともあった.
これまでの先生が果たしてこられた,多くのご尽力に心から感謝申し上げ
ます…　ありがとうございました.今後のますますのご活躍とご多幸お祈りい
たします.
